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草地改良の進め方とその技術（上） 
畜 産 課 飼 料 係 

 

草地造成の意義 

現在の畜産農家は労働力の流失、畜産物価格の変

動等により、一部の農家はその経営がかなりの困難

な状況にあるのではないかと考えます。経営の基盤

の確立、これが畜産業のポイントとなるものであり、

これが解決されていない限り、いつまでも問題が残

るものと考えられます。 

 生産物の価格が安定しない現状において、経営を

拡大することに躍起となっても、基盤整備がなされ

ていない場合は投資の過剰となり、経営困難に陥る

ことを推測できないものでもありません。 

 われわれの生産する農産物について将来を考える

場合、現状のままでは悲観的にならざるを得ない理

由もありますが、国内需給の面、並びに国の農業政

策の改善を考え併せる場合、畜産物の将来はあなが

ち悲観ばかりしなくてもよいのではないかとも考え

られます。 

 従って、我々が畜産物を生産する場合、まず第１

に労働力の流失に対応して省力化することが必要と

なってきます。即ち、立地条件が悪く、しかも分散

した農地、原野、山林を基盤にすることとなるため、

諸外国にくらべて困難を伴うことは否めない事実で

す。しかし畜産を伸ばすためには、この対策は重要

なことです。 

 第２に重要なことは生産費の低減でありましょう。 

 ことに価格の安定が望めない状況では、生産費の

低減に努力が払われなければ経営の安定は難しいも

のと考えます。 

 これらの理由により畜産の基盤整備の問題が生じ、

どうしてもこれが解決を迫られるのです。まず第１

に、岡山県の酪農家の所有する耕地面積をみますと、

平均 70 アールであり、自給飼料基盤は極めて狭小で

あり、また自給飼料生産費もかなり高くついていま

す。また麦作は別として、裏作においても全面積を

活用することには耕地の保全等に諸種の問題が惹起

される恐れがあります。 

 したがって農業全般から考えて、耕地面積の拡大、

未利用山林原野の開発を図り、経営の拡大に適合し

た土地基盤造成に努力しなければなりません。この

意味において、国ならびに県は未利用、または粗放

山林原野の草地開発を公共事業として、事業費の

70％を補助して優良草地の確保に努力しています。 

 

岡山県における草地の現状及び造成計画 

 昭和35年の草地開発資源調査および世界農林業セ

ンサスによる現況、および昭和 45年度における目標

は次の造成計画のとおりです。 

 

未利用山林原野に開発は  

   地域開発の尖兵である 

 低位生産、もしくは完全に未利用の山林原野にい

どみ、耕作に不適な障害物を除去し、牧道を設置し、

家畜を導入することは将来の地域開発のための第１

段階であると考えます。次の段階としては、省力的

な耕地の造成ということになりますが、このために

は、まず家畜飼養を組合わせてこそ可能となってく

るものと考えられます。 

 

草地改良の手段 

 草地改良の手段には種々でありますが、一般的に

用いられているのは次のとおりです。 
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Ａ立木伐採 

Ｂ刈払及び火入（除草剤ｸﾛﾚｰﾄｿｰﾀﾞｰ 

等を用いることがある。） 

Ｃ地表処理 抜根除石（ﾚｰｷﾄﾞｰｻﾞによる） 

起  土（プラウによる） 

整  地（ハロウによる） 

Ｄ土壌改良 酸度調節（主として炭カルによる） 

燐欠防止（主として溶燐による） 

Ｅ牧草種子の播種 

Ｆ播種後の処置 

 

 

１、立木伐採 

 立木伐採にあたり注意すべき点は、将来の草地の

利用、およびエロージョン防止、防風対策等を考慮

して１部残すことも必要です。 

 

２、刈  払 

刈払には火入、除草剤の利用も考えられますが有機

肥料源として、刈払後スキ込むことが最も効果的で

す。 

 特に火入れの場合は、１部牧草に対する病菌、害

虫が駆除されることは認められますが土壌改良のた

めには不向きです。 

 殺草剤は、次のようなものを用いますが、特に再

生を防ぐために用いられるものがあり、十分な起土

除去を行なう場合はその必要がありません。 

 また家畜の重放牧による方法もよい手段といえま

しょう。 

 クロレート・ソーダクロシューム（笹、ススキ、

チガヤ等非選択的に効果があり散布後２週間で効果

が見られ、約１ヵ月間残効があります。） 

重放牧 
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 その他 IPC、MCP、2-4D、MCP-B（トロボックス）等

があり、これらは選択的に効果を有しますが、ほと

んどの草種は弱い性質をもっているため、起土を十

分に行なう場合は草地造成には使用する必要はあり

ません。 

 

３、起  土 

 起土は、表土を天地替しをするものであり、20～

30 ㎝位が適当と考えられます。また耕起の方法は地

型、使用目的により異るが、全面耕起、帯状耕起、

画線耕起、部分耕起等があります。 

 

４、整  地 

 整地はハローまたは耕転機により行ないますが、

牧草の種子が小さいので十分（３回）行なう必要が

あります。また造成後の維持管理についても、整地

の不良により、余分の労力がかかることにもなりま

す。 

 

５、施  肥 

 土壌改良資材としては、炭カル、溶燐、草地化成

等があるが整地、または起土のときは約半量、整地

後半量投下します。ことに表面散布のみでは根の発

育が遅れ、活着が悪くなるので出来るだけ深くすき

込むようにします。 

 投下あるいは土壌調査の結果にもよりますが、お

おむね１ha 当り炭カル 500kg、溶燐 50kg、または草

地肥料 60kg を投入します。また牧草生産のための肥

料として、草地肥料を約１ha 当り 30kg 加えて投入す

ることが必要です。 

 

６、播種および幡種後の処理 

 牧草種子は、10 アール当り３～４kgとし、５～６

種類混播する。そのうち 1/3 は荳科を入れます。播

種方法は均一にするため、砂、のこ屑等により増量

して行ない、イネ科と荳科とを別々に播く等配慮し

ます。 

 播種に次いで笹、またはシバによるハロー、すな

わち竹箒のようなもので表土を攪拌して覆土し、そ

のあとを材木をころばすか、またはドラム缶をころ

ばして鎮圧します。（家畜を入れ踏圧してもよい。） 

 播種時期は、初霜 40日より前に行なうことが大切

であり、降雨後多尐表土に湿りがあるときが最も適

しています。 

 新墾地には、荳科牧草種子に根瘤菌を混ぜてやる

ことも収穫に大きな影響を与えます。 

 また十分な鎮圧は霜害、早害を防ぐことになりま

す。 

 

主な牧草の習性 

○寒冷な気候を好むもの 

 イタリアンライグラス、ペレニアルライグラス、

チモシー、オーチャード、ケンタッキーブリューグ

ラス、ブロームグラス、K31 フェスク、メドフェスク、

レッドクローバー、アルサイククローバー、ラジノ

クローバー、ベッチ類 

○暑さに強いもの 

 スーダングラス、ソルゴー、テオシント、K31 フェ

スク、バーミュダグラス、スイートクローバー、ク

リムソンクローバー、オーチャードグラス、イタリ

アンライグラス、トールオートグラス、パールミレ

ット、飼肥料木 

○旱魃に強いもの 

 ブロームグラス、トールオートグラス、スーダン

グラス、ソルゴー、パールミレット、ラブグラス、

スィートクローバー、ルーサン、バーズフットト

レフォイル、サブクローバー、飼肥料木、バーミ

ューダグラス、バヒヤグラス、ダリスグラス 

○永続性 

 ア １年生 

 イタリアンライグラス、スーダングラス、ソルゴ

ー、テオシント、パールミレット、クリムソンク

ローバー、サブクローバー等 

 イ 短年生 

 コンモンライグラス、マウンティンブロームグラ

ス、レットクローバー、アルサイククローバー、

スィートクローバー、エロートレフォイル等 

 ウ 永年生 

 チモシー、オーチャードグラス、ペレニアルライ

グラス、ブロームグラス、フェスク類、レッドト

ップ、ケンタッキーブリコーグラス、リードカナ

リーグラス、トールオートグラス、ラブグラス、
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ホィートグラス、ベントグラス、バーミューダグ

ラス、ラジノクローバー、ルーサン、バーズフッ

トトレフォイル等 

○生育習性 

 ア 上繁草 

 K31 フェスク、メドフェスク、イタリアンライグラ

ス、オーチャードグラス、トールオートグラス、、

チモシー、レッドクローバー、アルサイククロー

バー、ルーサン等 

 イ 下繁草 

 ペレニアルライグラス、白クローバー、バースフ

ットトレフォイル等 

○放牧型 

 ラジノクローバー、バーズフットトレフォイル、

ケンタッキーブリューグラス、ペレニアルライグ

ラス、コンモンライグラス、Ｈノライグラス、フ

ェスク類、チモシー、オーチャードグラス 

○採草型 

 チモシー、オーチャードグラス、ブロームグラス、

トールオートグラス、リードカナリーグラス、K31

フェスク、レッドクローバー、アルサイククロー

バー、ルーサン、スィートクローバー 

 

草地改良事業の所要経費概算 
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